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は じ め に

本 書:は、車両 の紹 介並 び に点検 整 備や 主 要部

品 の分 解点 検 の要 領 を記 載 した もの で あ り、
・般 に知 られ てい る細か な説 明は省略 して あ

ります

概 要、解説 は 車の特徴 や 主 な機 構 を知 る ため

に、点 検 整備 その他 の項 は点検 整 備の手 引 き

と して ご活用 くだ さい

本書に よって 知識 を深め 、お客様 に的確 、迅速

なサ ー ビスを提 供 くだ さる よう、お願 い い た

し ます

・仕様 変 更な どに よ り、記 載内容 が実 車 と

異なる場 合が あ りますので ご ゴ承 くだ さ

い

・本書 に記載 してい る説明用 の イラス ト醤

は動 作の原理や作 業の要領 を示 した もの

で実 際 の形状 と異 なる場 合があ ります

・本書 は整備 に関 す るこ とが らをすべ て言〔

載 してい るわ けで はあ りませ ん スズ キ

ニ輪 車の 整備Lの 基 本的 な技 能 ・知識 な

どを 有す る人(ス ズキニ輪代 理 店 及 び販

売 店)を 対 象 に作 成 してあ ります の で 、

これ らの技 能 ・知識 の無 い 人 は、このマ

ニ ュ ア ルだけ で点検 ・調 整 ・分 解 ・組 立

て な ど を行 わ な いで くだ さい 技 能 不

足 、 知識不足 な どが 整備 ヒの トラ ブ ル、

部品 破損 な どの原因 となる場 合が あ りま

すの で必 ず スズキニ輪代理 店及 び スズキ

販売 店 に ご相 談 くだ さい

ス ズ 串 株式会社
二 輪 サー ビス グル ー プ
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本書の使い方

本書の使い方

記 載ペ ー ジの 探 し方

・本書は記載内容 をブ ロック別 に分 けて編集 してあ りま

す。

・前のペー ジの 目次 を見 て、探 した い内容が どの ブロ ッ

クに属 してい るか選 んで くだ さい。

・本書 を右 図の よ うに曲げる と、該 当す るブ ロ ックの最

初のペ ー ジの位置 を見つ けるこ とがで きます。

・ブロ ックの最 初のペ ージには、その ブロ ックの小 目次

が記載 されてお ります ので、その中か ら必要 なペー ジ

を選んで くだ さい。

記載 内容

・内容 をで きるだけ分か りやす くす るため
、写真 や イラ

ス トを中心 に編集 してあ ります 。

・記載 内容 の見方

① はブ ロッ ク別 を表 して います、

② はサー ビスデー タを表 してい ます 。

③ は作業 の順序 を表 してい ます。

www. Let-s.ru_©_2008-2009



本書の使い方

構成部品と作業内容

装置の タ イ トルの次 に、その構成 部品及 び作業 内容 を示 す とともに、締付 トル ク、給油箇 所 な どをシンボ ル

マー クを用い て記載 し、整備上 の注意箇所 を示 してい ます、

シ ンボ ル マ ー ク

本書 には、下記 に示 す ようなシンボルマー クが使 われてお り、それぞれ作業上必 要な情報 を示 し、次 の よ う

な意味 を持 っている,

マ ー ク 意 味

トルクの管理を必要 とする箇所および

規定値 を示す,

マ ー ク 意 味:

ネ ジ ロ ッ ク"1322"を 塗 布 す る

オ イル を塗布 す る、特 に指示 のない場

合は、エ ンジンオ イル を使 用す る.

モ リブデ ンオイルを塗布 する。

エ ンジ ンオ イル とモ リペ ース トを1:1

の割 合で混合す 都,

ネ ジ ロ ッ ク"1303"を 塗 布す る

ネジ ロ ッ ク``1360"を 塗 布 す る

ス ズキ ス ーパ グ リス"A"を 塗 布 す る, ブ レーキ フルー ドを塗布 す る

ス ズ キ ス ーパ グ リス"C"を 塗 布 す る 電圧レンジで測定する

キ ャリバ アクスルグ リスを塗 布す る, 抵 抗 レ ン ジで 測 定す る 、.

モ リペ ー ス トを塗 布 す る 、 電流 レンジで測定する.

シ ー ル剤 ス リー ボ ン ド"1215"を 塗 布

す る.
特殊工具を使用する..

シ ー ル剤 ス リー ボ ン ド"1207B"を 塗

布 す る 。

シ ー ル剤 ス リー ボ ン ド"1216"を 塗 布

す る.

シ ー ル剤 ス リー ボ ン ド"1104"を 塗 布

す る 。

※モ リブデ ンオ イル

エ ンジ ンオイルとモ リペー ス トを重量比1:1の 割 合でオ イラ等 に入れ、よ く撰:絆させ て使 用す る .

(注)・ 上表 はすべ てのシンボルマ ークを示 しているので、このマニ ュアルでは使 われない シンボルマ ー

クも含 まれてい る。

・上表に該 当 しない場 合 は、本 文中で シ ンボルマ ークを使 わない で説明 している。

www. Let-s.ru_©_2008-2009



概 要
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概要 整備作業上の注意事項

整備作業上の注意事項

本書 では作業上 の注意事項や参考 となる事項 を次の3つ の記号に よって説明 してお り、それぞれ下記 の意味 を もっ

てい ます 。

圏:怠 る と怪我 につ なが る要注意事項

△ 主意:怠 る と部 品の損傷 な どにつ なが る要注意事項

圏:一 般 的 な注意事項 や参考 となる事項

そ の 他 全 般 的 な 注 意 事 項

納 車整 備 を確 実 に す るた め に

納車前 に清掃 しなが ら傷 、変色 な どにつ いて点検す る。外装 品は傷 がつ きやすいの で柔 らか な布 で清掃 す る、

ガ ソリンが古 くなっていないか、またオ イル、冷却 水 などの液面 を点検す る。

タイヤの空気 圧 を点検す る。

ブ レーキ レバーやペ ダルの遊 び、効 き具 合 、ブ レーキ フルー ドの液面 を点検 す る。

バ ッテ リは電 解液 を正 しく注 入 し、端 子 を確実 に締 める。

ラ ンプ類 、メー タ類 、ホー ンが 正 しく作動 す るか点検す る。

安全上重要 な締 め付 け箇所 に緩みが ないか点検す る。

試運転 を してエ ンジ ンのかか り具合 、ブ レーキ、ハ ン ドル操作 、リヤ ビュー ミラーの取 り付 け状 態 な どについ

て点検 する。

安 全 な作 業 をす る ため に

二人で共同作業 をす る場 合は 、安 全のため お互 い に声 をかけ合 って作業す る。

エ ンジンを運 転す る場 合は、換 気の良 い作 業場で行 う。

整備作 業時は火気 に十分注意す る。

溶剤 やガ ソリンな ど燃 えやす い もの を扱 う場 合は、換気 をす る と共に火気 に十分注意す る。

バ ッテ リ液やブ レーキ液 の取 り扱 いには十 分注意 す る。

電気 系統の脱着作業 をす る場合 は、バ ッテ リの端子 を外す.

正 確 で能 率の よい作 業 をす る ため に

故 障診 断は系統 に沿って行 ない、無駄 な分 解作業 を しない よう心掛 ける。

整備前 に車 をよ く清掃 し、分解 部品 にほ こ りや泥 が付 着 しない よ うにす る。

分解作業 を行 な う場 合は、あ らか じめ正 しい組み立 て順序 を確認 してお く.

分解 部品は組み 立て るまで混 同 ・紛失 しない ように分解経過 の節 目で機能別 に整理整頓 してお く.

分解 部品は キズの発 生 と紛失 防止 に十分注意 し、組み立 て前 には洗浄 と適切 な給 油 をす る。

潤滑剤 、シー ル剤、ネジロ ックなどを使用 す る場 合は指 定 され た もの を使 用す る,

組立 時は部品の機 能 を考 えた上で良品で あ るか確認 す る。回転 ・摺動 す る部分 には指 定オ イルを塗布 し、指定

箇所 には指 定 グ リス を必ず塗布 する。組み 立て中部 品にほ こ り ・泥 ・異物等 が付着 しない よう十分 に気 を付 け

る

ベア リングの イ ンナ レースを嵌 合 させ る ときは、インナ レースに、アウ ター レースを嵌 合 させ る ときは アウター

レースに力 を加 えて平行 に嵌 め込 む。

組立 中各機 能毎 に作動確認 を行 なう。

オ イル シー ル、ガスケ ッ ト、パ ッキ ン、Oリ ング、ロ ックワッシャ、コッタピ ン、サー ク リップな どを取 り外

した場 合は、新品 に交換す る。

また、ガスケ ッ ト、パ ッキ ンな どの接 合面 は、きれ いに してお く。

1-2

www. Let-s.ru_©_2008-2009



整備作業上の注意事項 概要

オイルシール組み立 て時はオ イルシールの主 リップを油室側 に し、オ イル シールのサ イズ表示 側 を外側 に し平

行 に嵌め込 む。 また、 リップ部 に指 定 グリスを薄 く均 一に塗布 す る。

セ ルフロ ックナ ッ トは2～3回 まで とし、それ以 上繰 り返 して使 用 しない。

シリンダヘ ッ ドの締 め付 けは、その指 示 され た順序 に従 い、クラ ンクケースは太 いボル トか ら細 いボル トへ、内

側か ら外側へ、対角線上 に締 め付 ける。

燃料装 置、潤滑装 置、冷却装置 、制動装置 などの分解、組み立 てを した後は、配管や接 合面 などか らの液漏 れが ない

か をよ く点検す る。

特殊 工具の使 用が規定 されている場 合 は、必ず使用す る。

締め付 け トルクが規定 されてい る箇所 は、トル クレンチを使 って締 め付 け ること。トル クの規定 のない箇所は、

巻末 の整備情報 に記載 してある標準締 め付 け トルクを参照す ること。ボル トやナ ッ トにオイルや グリスが付着 し

た場 合は締め付 ける前 に拭 き取 る。

部品 を交換す る場合 は、スズキ純正 部品 を使用す る。

作業終了後 は配管 ・配線 の通 し方 を再確認 す る、

シリンダヘ ッ ド、シ リンダ、ピス トン、ピス トンリング、クランク等の主要回転、往復 運動する部 品を交換 した場合

は、急 激 な レー シ ングをせず に、な ら し運転 を行 な うこと。

ラベ ルの貼 ってあ る部 品を交換す る ときは、ラベ ル も同時に交換 し、ラベルの貼 ってあった所 と同 じ場所 に貼付

す る,,

サ ー ク リップの組 立 方 向

サ ー クリップの面垂 れ{則を内側 にす る。
サ ー ク リ ップ

面垂れ側

環境や資源を保護するために

オ イルや クー ラン トな どの廃液 は、みだ りに捨 てないで定 め られた方法 で処理 す る。

交換 された使 用済み部 品の材 質別 の分別 な ど、定 め られた方法 で処理す る。

1-3
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概要 納車 にあたってのお願い

納車にあたってのお願 い

お客様 には、初心 者 か らベテラ ンまで、い ろい ろな人がお ります。また、ベテ ラ ンの人で も、スズキの車 はは じめ

て使 うとい うお客様 もお ります ので、新 車 を納 める にあた っては、その取 り扱 い要領 な どを、親切 に指導 を して

くだ さい。

車の正 しい取扱いについての説明

取扱 説明書 に基づ いて、正 しい取 り扱い方法 を実車 で確 認 しなが ら説 明 して くだ さい。

また、説明 した事柄 を実際にお客様 にや ってみ て もらって確認 を して くだ さい。

定期点検整備について

点検整備は 「日常 点検 」と 「定期点検」があ り、この制度 と点検 の重 要性 をメンテナ ンス ノー トに 基づ い て十分

な説明 をして くだ さい。

メンテナ ンスノー トの取扱いについて

メンテナ ンス ノー トは車 に備えつ けてお くように説 明 して ください。

定期 点検、保証修理 で来店の と きは必ず持 参する よ うに説 明 して くだ さい。

また、点検整備 を した ときは、その 旨 をメンテナ ンス ノー トに記入 し、メ ンテナ ンス ンノー トが ない場 合は購 人

をすすめて くだ さい。

メンテナ ンスノー トはスズキ代理店 で取 り扱 ってい ます,

メンテナンスノー ト収納場所

メンテナンスノー ト

保証制度について

メンテナ ンス ノー ト内 にあ る保証 書 に基づ いて 、内容 をよ く説明 して くだ さい。

保証の内容 、期 間

保証修理で きない もの

お客様 に守 っていただ く事 項

保 正の適用

保証修理の受 け方

保証の発効

1-4
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国際単位系[Sl]に ついて 概 要

国 際 単 位 系 〔Sl〕 に つ い て

1.国 際 単 位 系 〔Sl〕 と は

現 在 、私 達 が 一 般 に使 用 して い る単 位 、メー トル単 位 系 の 中の 重 力 単 位 系 とい わ れ る もの で 、長 さ、重 さ(力)、 時

間 が基 本 に な って お り主 に 工学 、工 業 界 で 使 用 され て い ます 。

SI単 位 は 、同 じメ ー トル単 位 系 の 中 で 絶対 単 位 系 とい わ れ て い る もの で 、長 さ、質 量 、時 間 が 基 本 に な っ て 、今

まで は物 理 で使 用 され て き ま したが 、宇 宙 開発 な ど、重 力 の 異 な る分 野 へ の進 出 に よ り、工 学 、工 業 界 で もSI

単 位 が 使 用 され始 め てお り ます.

SIと は 、 フ ラ ンス 語 の 国 際 単 位 系(LeSystemInternationald'Unites)の 略 称 で す 。

2.サ ー ビ ス マ ニ ュ ア ル へ のSl単 位 記 載 に つ い て

このサ ー ビス マ ニ ュ ア ル で はSIと 従 来 単位 を併 用 して い ます 。

〔f列〕 締 付 トル ク10N・m(1.Okgf・m)

一3 .締 付 トル ク に つ い て

このサ ー ビス マ ニ ュ ア ル で は締付 トル ク表 示 を締 付 範 囲 の 中央 値 で記 載 して い ます 。

〔例 〕 締 イ寸 トル ク8～12N・m→10N・m(1.Okgf・m)

単 位 と換 算 係 数(抜 粋)

項 目 従 来 単 位Sl単 位Slへ の 換 算 係 数

トル クkgf・mN・mlkgf・m=9.80665N・m≒10N・m

圧 力kgf/cmとPalkgf/cm2=98,0665kPa≒100kPa

1-5
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概 要 全体写真

AZ50X外 観写真

態
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車名及び番号打刻位置 概 要

車 名 及 び 番 号 打 刻 位 置

車 名

営業機i種記号AZ50X開 始車台番号CAIPA-100001～

通 称 名 レッツH発 売1999年3月(平 成!1年)

車名及び型式 スズキBB-CAIPA

打 刻 位 置

車台番号打刻位置 原動機型式打刻位置

1-7
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概要 外観四面図及び性能曲線図

外観四面図及び性能曲線図
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主要諸元 概要

主要諸元

営業機種記号AZ50X

通称名 レッツH

車名及 び型式 スズキBB-CAlPA

認定番 号1-1660

自動 車等の種別 また は範囲 第1種 原動機付 自転車(2輪)

軸距ml.140

原動機iの型式Al96

総排 気量 尼0.049

類別003

長 さm!.685

巾畠mO.605

高 さmO.995

前軸重26

車両重量kg後 軸 重49

計75

乗車定員 人!

前軸重44

車両総重量kg後 軸重85

計130

前輪3.00-1032Jタイヤ

f麦車命3.00-1032J

最低地上高mO.100

燃 料消費率km/£59.0(30km/h)性

制動 停止距離m(初 速km/h)連 動:25(54)補 助:30(54)

能 最小 回転半径m1.8

始動 方式 キ ック ・セル フ併用式

原 種 類 ガ ソリン・2サイクル

シ リンダ数及 び配置 単 ・横 置

燃 焼室:形 式 スキ ッシュ ドーム形

動 弁機構 吸 気:リ ー ド弁 、排気 ・掃 気:ピ ス トン弁

内径 ×行程 ㎜41.0×37.4

圧縮比7.2

機 最高出力PS/rpm6.1/6500

最大 トルクkgm/rpmO.69/6000
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概 要 主要諸元

開 き リー ド弁

原 吸 気 閉 じ リー ド弁

開 き78。BBDC弁又 はポー ト開閉時期 排 気

閉 じ78。ATDC

開 き57。BBDC掃 気

閉 じ57QABDC動

潤滑 方式 分離潤滑式

潤滑 装置 油ポ ンプ形式 プラ ンジャ式

油冷却 器形式 一

冷却 方式 空冷 ・直結

放 熱機 形式 一冷却 装置

機 水 ポ ンプ形式 一

サーモ ス タッ ト形式 一

空気 清浄器:形 式 ウ レタンフォーム式

燃 材 質 高密度 ポ リエチ レン樹脂

燃 料 タ ンク 容 量 尼
5.5

料 燃 料 ポ ンプ形式 _

燃 料 ろ過器形式 樹脂 製網式装

型式43E4

置 気化器 ガス弁径 ㎜15

ベ ンチ ュ リ径 ㎜ 可 変(最 大 リフ ト14)

空気弁形式 手動 式 ・ピス トン式

電圧Vl2(一)ア ース

電 形式CDI式 バ ッテ リ点火

点火時期BTDC。/rpm12/!800BTDC。/rpm

点火装置 断続器形 式 無接 点式

気 点火早め装置の形式及び性能 電子式12-19・(ク ランク軸角相当)

点火 プラ グ:型 式BPR6HS(NGK)、W20FPR(DENSO)

蓄電池:容 量Ah2.5(10)装

形式 交流式

充電発電機 出力V-Al2-6.5

置 電圧電流 調整 器:形 式 サ イリス タ式

電波雑音 防止装置:形 式 抵抗 入 りプ ラグ式 外付抵抗器式 併用

動 機関 か ら変速機 までの機構 機 関 一変速機

力 クラ 。チ 形式 乾式 シュー タイプ

伝 操作方 法 自動遠心式

達 形式 ベ ル ト式

装 変速機 操作方 法 自動 式

置 減速機:歯 車:形 式 はす ば歯車

1欄 篶 奮 禁
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